
 

 

 

５ 本時の計画 
 (1)ねらい 
  適切な助動詞を使って，海外の人が日本で生活する上でのルールやマナーを書くことができる。 

【外国語表現の能力】 
 (2)学習過程（本時１１／１１） 

過
程 

学 習 活 動 
学習課題  学び合い 

時
間 

教師の指導上の留意点と評価 評価 
学び合いを充実させるための主な支援 

導
入 

 
１ あいさつをする。 
 
２ アメリカの生活で注
意すべきことを聞き，助
動詞の確認をする。 

 
 
３ めあてを確認する。 
 
 
 
 
 
 

 
１ 
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JTL ALT 
 
 
・Unit４で習った助動詞の意味と用法
を思い出すことができるよう，英文
の一部を穴埋めにして提示する。 

 
 
・書く活動で参考にすること
ができるよう，各トピック
についてのアメリカでのル
ールやマナーを紹介する。 

 
・アメリカに住む友人が日本
に来るということを説明
し，必要感をもたせる。 

展
開 

４ 個人で，与えられたト
ピックについての日本の
ルールやマナーを書く。 
＜トピック＞ 
①レストラン 
②家 
③交通ルール・標識 
④緊急時（地震など） 

 

10 ・スムーズに書くことができるよう，
未習だが役立ちそうな表現集をタブ
レットに入れ，全員に配付する。 

 
・考えを絞ることができるよう，どの
トピックについて書くのかあらかじ
め指定する。 
 

・書くことが思いつかない生
徒には，日本で生活してみ
て驚いたことなどを話した
り，アメリカの生活ならで
はの写真やキーワードを見
せたりするなどのヒントを
与える。 

（例：ごみを分別せず捨てて
いる様子） 

 ５ 同じトピックごとのグ
ループになり，個人で書
いた英文を共有する。 

10 ・英語によるやりとりで書いた英文を
共有できるよう，「自分のワークシー
トは見せてはならない」というルー
ルを設ける。 

 
・英語による意見交換がスムーズに行
われるよう，やりとりに役立つフレ
ーズを電子黒板に提示する。 

・生徒がつまずいたり，言い
たいことが言えず止まった
りしている時に聞き返すな
どして，グループのメンバ
ーが内容を把握できるよう
支援する。 

 ６ ガイドブックの清書
をする。 

15 ・ルールを羅列するだけではなく，「楽
しんでください」などの自分なりの一
言を加えられるよう，生徒の良い例を
取り上げて紹介させる。 

・より自然な表現で書くこと
ができるよう，早く書き終
わった生徒の英文をチェッ
クする。 

     

終
末 

７ 本時の学習を振り返
り，自己評価する。 

６ ・振り返りの視点②「学習の見通しや
方法はどうであったか」③「学んだ
ことがどんなこと役立ちそうか」の
視点で自己評価させる。 

・実際に友人に伝えたいと思っ
たものを取り上げ，生徒の頑
張りを称賛する。 

 
協議の視点 
・生徒が意欲的に学習に取り組むための，課題やゴールの提示の工夫はどうであったか。 
・ねらいを達成するために，学び合いの場は効果的なものとなっていたか。 

 適切な助動詞を使って，海外の人が日本の生活する上でのルー
ルやマナーを伝える英文を書くことができる。（学習シート） 

日本での過ごし方を教えるガイドブックを作ろう！ 
ゴール：適切な助動詞を使って，日本のルールやマナーを書くことができる。 

例 You don’t have to give a tip.  You must drive on the left side. 


